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1．「産学連携バトル！ in Kyoto」の経緯と全体像 










                                                          












―「産学連携バトル！ in Kyoto」におけるワークショップより― 
The Battle among Six Brainstorming Battles 
—A report from the workshop on “Industry-Academia Collaboration Battle! in Kyoto”— 












































































tab.2  6つあるグループのうち、 
一グループの構成例 
ファシリテーター 
学生 思修館 男性 
サブファシリテーター 
学生 思修館 男性 
チーム○ 
学生１ 東京工業大学 男性 
学生２ 奈良女子大学 女性 
学生３ 名古屋大学 男性 
社会人１ K 金庫 男性 
チーム□ 
学生４ 大阪大学 女性 
学生５ 筑波大学 男性 
社会人２ 株式会社 V 男性 
チーム■ 
学生６ 京都大学 女性 
学生７ 東京大学 男性 
社会人３ 株式会社 H 製作所 男性 
社会人４ H 株式会社 女性 




河合江理子 総合生存学館（思修館） 教授 
【「知能」のインフレと社会・ヒトの変化】 
大場紀章 （一社）日本データサイエンス研究所 主席研究員 
【超高齢社会におけるシルバー・イノベーション】 



































2.3 ファシリテーター打ち合わせ 〜 最適なワークショップデザインの模索 
6ヶ所で行われるブレストバトルでは、思修館の学生1, 2名ずつがファシリテ





  内容 本稿の該当部分 
前半
 
14:10 ブレストバトル概要・個人ブレスト説明 2.2 節（fig.3），fig.4， 
3.1 節（fig.5） 14:15 個人ブレスト 
14:25 チーム内ブレスト説明 3.2 節（fig.6）， 
2.3 節（tab.4） 14:30 チーム内ブレスト 
14:45 黙祷後、休憩   
15:00 バトルルール、アイデア決定の説明 
3.3 節（fig.7, 8） 
15:05 アイデアの決定 
15:20 プレゼンテーションバトル 3.3 節（fig.9）  
  終了後、休憩   
後半
 
15:50 ベストアイデア作成の説明 4.1 節（fig.10, 11, 12） 
16:20 優勝チームからアイデア発表 4.2 節（tab.5） 
16:40 投票・事後アンケート回答 4.2 節（fig.13）， 
5 章（fig.14，tab.6） 16:50 結果発表・講演者からの講評 
fig.3 ワーク前に参加者へ提示した最終目標
























































































                                                          
vii 2016年1月22–24日にデザインイノベーション拠点（KRP9号館）で行なわれた。 
viii 日本総合研究所 未来デザイン・ラボ：新たな事業機会を見つける「未来洞察」の教科書，Chapter 2 04より 
fig.5 個人ブレストのワーク内容
fig.6 チームブレストのワーク内容




























































































①チーム 5 【おっさんリサイクル計画】 
課題 ： 家事の男女平等、「仕事は男、家事は女」の無意識バイアスを持つおっさん意識の存在 
解決策 ： 労働時間や過重労働に依存する価値観を無くし、早い時間に家へ帰れるようにする 
結果 ： おっさんは家に帰ってきて、子育てをするようになり、無意識バイアスが取り除かれる 
   
②チーム 12 【Hello, Earth !!】 




結果 ： 宇宙旅行に行き、宇宙ホテルから地球を見て「Hello, Earth !」と言っている 
   
③チーム 9 【AI 脅威論の払拭】 
課題と背景 ： AI の発展・普及に伴い、多様性・生きがい・仕事を奪うのではないかといった怖れ 
解決策 ： イノベーションは歴史の必然、AI 脅威論などはないという認識の転換、AI と人間の得意分野の棲み分け 
結果 ： いずれは起こる AI の受け入れに至るまでの AI と人間が対立している期間が短くなる 
   
④チーム 16 【幸せに生きるためのアクティブエイジング】 
課題と背景 ： 加齢へのネガティブイメージ、WHO の提唱する「アクティブエイジング」の概念 
解決策 ： 高齢者自治学術都市を作る、高齢者の健康・行動・購買データなどを学術の世界へ 
結果 ： 高齢者がアクティブエイジングを享受し、医療、保険などの社会の発展に活かせる産官学連携が起こる 
   
⑤チーム 3 【女性の活躍『Family Care 特区』】 




結果 ： 地域で育児・介護の負担を共有する仕組みにより地域が支え合うモデルケースとしていく 
   
⑥チーム 14 【おじいちゃん／おばあちゃんのためのハッピーイノベーション PJ】 
問題提起 ： 情報に翻弄される高齢者、健康情報一つ取っても何が自分に合うか不明 
解決策 ： AI をうまく利用し、医療情報、高齢者本人の生体データ、気象情報などを用い高齢者の判断支援 

































































1-3 4-6 7-9 10-12 13-15 16-18 
「視点」
の評価
1 1 0 0 0 0 0 
2 0 1 0 4 3 0 
3 2 2 0 0 0 0 
4 2 4 5 3 3 5 
5 3 4 3 4 5 7 
































































                                                          
xii 今回のイベントも、結局、人材スカウトなどを目的の一つとして集めている。 
xiii寺川達郎：実施者という役割、私たちのリーダーシップ，デザイン学論考vol.6，pp. 14–24，2016． 
デザイン学論考 vol.10   
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「デザイン学」への問い  
+ 産学（官）連携を学生主体でデザインするには 
+ デザイン学プログラムの枠を超え、デザイン理論・手法を実践し続けるには 
